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年次大会
　
講演要旨（平成二十九年六月三十日）
中国における日本語教育と日本研究
徐
　
一
　
平
　
２０１５年現在、中国の四年制大学１１１７か所の中で、日本
語専攻が設置されている大学は、五〇六大学になる。日本語学習者数は９５３，２８３人で、日本語教育機関は２１１５ヶ所で、日本語教師数は１８，３１２人である。今は「量」よりも「質」をより重要視する段階に入ったと思う。外国語人材の育成 道具型」から「複合型」に転換しており 更に「創造型」 人材を育成する目標が打ち出されている。人材育成モデルの改革、日本語教授法の改革、日本語教材編集の改革、教師発展に関する研修などの課題を抱えている。　
中国の日本研究機関は二つの系統がある。一つは、各大学の附
置研究所であり、もう一つは、中国社会科学院を軸とした政府諮問機関としての研究所である。特に近年来、大学の附置研究所は、教育と研究の両方を目指して発展し 各研究分野 おける役割が、ますます大きくなりつつある。大学の附置 研究所の特徴は、１、大学院生の養成。２、 学出身者の学生を研究者へ教育すケースが多い。課題は、１、教育と研究 両立。２、 学教育とディシュプリン訓練の総合効果。　
日本語学習者の増加、そして、その中からより多くの留学生を
生み出し、日本を全面的に理解した日本研究者をより多く養成す
ることによって、初めて本当の中日相互理解が生まれるのではないかと思う。
（
X
U
・
Y
iping 、北京外国語大学教授）
年次大会
　
発表要旨（平成二十六年十一月十四日）
茶道における神道的表現
滕
　
軍
  本研究は日本神道の諸原点から茶道の諸現象を解明しようとす
る。　
神を迎え、神に仕え、神を送ることは神事の流れである。茶事
はお客を迎え、もてなし、送るという三段階に進行される。客たちは自主的に露地にはいり、亭主は露地の玄関までお迎えはしない、茶道は遊動している八百万の神様を迎えているから、神たちがいつ どの姿で来るかあまり干渉してはいけない。客たちは自分らだけで懐石料理をたべる 茶道はお客を神様としてもてなしをしているから、神饌を神棚にささげ、神たちがいつ、どのように食べるかをのぞみして いけない。茶を立てる亭主は客と面に向かわない、側面 ままで奉仕し、視線は全然お客とあわないお立てしたお茶もお客の前までに運ばない。茶道は に奉仕しているまねをする。実は神事 中 、人と の対話を演じる場合に人と神が面と向かわない、側面 姿勢を保ちながら会話を進む。茶会の終わりに亭主は客 送らない。亭主 じり口の内側に
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座ったままで、名残惜しそうな顔をする、または無言のままである。茶道は客を神と同様に対応しているから 八百万の神々がたどこかへ行くだろう。　
要するに、茶道の構造は神と出会うために設計されたものだと
いうことです
（
T
E
N
G
・
Jun 、北京大学教授）
「 ｛演述｝に見られる「ながら」と「つつ」の特徴について」
市川
　
真未
　
本発表では、実際の会話や聞き手目当て性の高い発話の中に見
られる「ながら」と「つつ」を、山岡の発話機能論の枠組み 援用しながら、より特徴が出やすいと考える《賞賛》や《非難》などの｛演述｝に焦点をあてて考察をした。調査には日本語話し言葉コーパス（
C
orpus of Spontaneous Japanese:C
SJ ）と名大会話
コーパス、さらに聞き手目当て性の高い
T
w
itter も使用した。
　
調査の結果、 「つつ」が用いられた《賞賛》の例には、肯定的
な評価をしてはいるが、最大限にはされ いなかったり、 《賞賛》の後に皮肉とも捉えられる文が続いているもの 多く見られた。一方で、 「ながら」 「つつ」よりも《非難》で多く用い ていることが分かった。　
この結果から、 「ながら」は前件の動詞がある一定の時間を要
している中で後件の動詞を行うという特徴があるのに対して、 「つつ」は断続的な動詞を一つの長い時間として捉えた上で後件の動詞を行うといった特徴があるのではないか の仮説を立てた。この特徴から
{ 演述
} の機能を捉えてみると、 《賞賛》の場合は聴者
を最大限にほめることが求められるため、大変な状況にもかかわらず、ほかの事柄も同時進行しているということを強調するためには
｢ つつ」よりも「ながら」が選択されやすく、また《非難》
でも矛盾している事柄につい 否定的に強く言及する場合は、その矛盾を強調させるため
｢ ながら
｣
が用いられてるのではない
かと 考察 した。
（いちかわ・まみ、創価大学日本語日本文化教育センター助教）
数学科教材の理由表現に関する考察―ＪＳＬ生徒の日本語指導を考慮して―
青木
　
美寿華
　
本研究では、数学科の教科書で使用されている理由表現を調査
し、外国につながりを持つ生徒（以下、ＪＳＬ生徒）を対象とした日本語指導 いて考察した。中学生用の数学科の教科書を調査し 結果、全学年で「から」 ・ 「したがって」 ・ 「 よっ 」 理由表現が使用されていた。この中で最頻出であった理由表現は、「から」である。 「から」が数学科の中で最も使用される理由とし
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ては、計算や証明などの過程において、話し手がなぜそのように判断したのか根拠を示すためである。したがって、論理などを説明する際の理由表現では、ＪＳＬ生徒に「から」を使用するよう指導する必要がある。　
一方、先述の調査結果より、数学科の教科書には、一切使用さ
れていない理由表現があることが指摘できる。例としては 「からこそ」や「ため（に） 」など 挙げられ これらの理由表現は、話し手の立場 価値判断、感情などが含まれる表現である。数学科は、論理 過程を示す教科であるため、これらの が使用されないのだと考えられる。以上より、ＪＳＬ生徒には、根拠を示す理由表現「か 」の指導が必要である 数学科の理由 の種類は限られており、他教科の分析が急務で といえる。
（あおき・みずか、創価大学総合学習支援センター助教）
